
幼保連携型認定こども園 津田このみ学園 

令和４年１０月２８日（金） 

10月あひるぐみだより 
風が冷たくなるとともに空が高くなり、秋らしい季節になりました。澄んだ空気をいっぱい

吸いこんで、秋の空の下を駆け回る子ども達は園庭に出ると友達と一緒にボール投げをした

り、大玉転がしをしたりしています。また、散歩に出かけると青空に浮かぶ雲の形は何に見え

るかな？カキの実が、早くオレンジ色にならないかな？と会話をしながら小さな秋を探してい

ます。 

 

 

 

 

 

 祭りばやしが聞こえる頃、園の畑で育てていたサツマイモ 

が収穫の時期になりました。散歩中、畑の前を通ると 3 歳以 

上児が一足先にサツマイモ掘りを始めていました。そんな様 

子を見ていて、「私もイモ掘るぞー！」「スコップで掘るよ」 

と意気込みながら畑に向かいました。いざサツマイモを植え 

た畝の前に行くと、説明を聞かずともスコップをとりだし、 

土を掘り始めました。友達と一緒にどんどん掘り進めるとサ

ツマイモが顔を出していました。見つけた子は何かわ

からず驚いた表情で掘り続け、スポッと抜けた大きな

サツマイモに大喜びです。「ねえねえ見てー！こんな

大きいのがとれたよ」と歓声をあげました。 

 後日、給食で出たお汁の中にサツマイモが入ってい

ました。A さんは「みて！これ前掘ったよね！」と友

達に話しかけると「ほんまやなー！このイモは○○く

んがとったイモで、こっちは○○ちゃんがとったイモ

かなー？」とサツマイモをながめながら芋ほりのこと

を思いだしていました。 

サツマイモ、みぃ～つけ

た！！ 


